
1

No.94

発行・佐倉市議会　編集・広報公聴委員会　〒285-8501　佐倉市海隣寺町97番地　TEL043-484-6254　FAX043-486-2508
佐倉市ホームページ　http://www.city.sakura.lg.jp    メールアドレス　gikai@city.sakura.lg.jp

2019年11月１日
〈令和元年〉

８月定例会
会期 8月26日～9月25日

平
成
30
年
度
決
算
・
令
和
元
年
度
補
正
予
算

な
ど
30
議
案
を
認
定
・
可
決
・
同
意

議
案
第
29
号
は
継
続
審
査

　

佐
倉
市
議
会
は
、
８
月
26
日
か
ら
９
月
25
日
ま
で
の
31
日
間
に
わ
た
り
、
令
和
元
年

８
月
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
「
平
成
30
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
」
や
「
令
和
元
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど
議
案
31
件
が
提

出
さ
れ
、
審
議
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
「
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と
移
動
手
段
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書
」
な
ど
７
件
が
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
、
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
質
問
に
６
人
、
個
人
質
問
に
12
人
が
登
壇

し
、
市
政
に
つ
い
て
広
範
囲
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

決算審査特別委員会を設置

決算審査特別委員会での意見・要望

総合計画関連議案を継続審査に
　今定例会最終日に、議案第29号「基本構想及び前期基本計

画の策定について」が追加提案されました。

　佐倉市では、まちづくりのあり方や、各取り組みの適正性

等を体系的に整理するため、「基本構想」、「基本計画」、「実

施計画」の３層構成からなる「総合計画」を策定していま

す。「基本構想」とは、12年後に実現を目指す将来都市像と、

その実現に向けたまちづくりの基本方針、「基本計画」とは、

まちづくりの基本方針に基づき推進する基本施策、「実施計

画」とは、施策を実施するための具体的な事務事業です。

　決算審査特別委員会は、４日間にわたり、担当部課長などからの説

明を受け、慎重に審査を行いました。定例会最終日には、櫻井道明委

員長から審査結果報告があり、次の３点について、要望しました。

　佐倉市議会では、当該議案の重要性に鑑み、28名すべての議員で構成する「総合計画関連議案審査特別委員会」を設置

し、閉会中の※1継続審査とすることに決しました。なお、具体的な施策が整理された「基本計画」については、より詳細

に審査する必要があると判断し、4つの分科会を設けました。この議案は、11月定例会で議決が予定されています。

※1 継続審査とは、議会の会期中に議決に至らなかった議案等について、議会の議決によって閉会中に引き続き付託を受けた委員会が審査すること。

基本構想、総括的

な事項については、

議員全員で構成す

る特別委員会で審

査します。

総合計画関連議案審査特別委員会

総
務
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

経
済
環
境
分
科
会

建
設
分
科
会

基本計画について

は、各常任委員会

の委員で構成する

分科会を設置して

審査します。

総合計画関連議案審査特別委員会での審査の様子

❶数値上では、財政の健全性が維持されてはいるものの、経常収支比率はいまだ

高い状況にあり、実質単年度収支は３年連続の赤字となっている。今後も続く

ことが予測される厳しい財政状況に鑑み、財源の確保にも意を用いた行政運営

に努めるとともに、財政健全化に向けて、不断の努力を続けていただきたい。

❷子育て支援施策及び母子保健施策の推進に努める姿勢は評価できる。

　今後も、地域の実情に沿った環境整備及びサービスの拡充に努めていただきた

い。

会計名 事業収益決算額 事業費用決算額 純利益

⑧水 　  道 　  事 　  業 38 億 2,775 万 3,299 円 32 億 9,560 万 3,880 円 5 億 3,214 万 9,419 円

⑨下 水 道 事 業 38 億 5,334 万 4,207 円 31 億 9,105 万 9,591 円 6 億 6,228 万 4,616 円

会計名 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

①一 　  般 　  会 　  計 485 億 2,571 万 1,681 円 467 億 7,793 万　　 294 円 17 億 4,778 万 1,387 円

特

別

会

計

②国 民 健 康 保 険 177 億 3,716 万 8,001 円 177 億 1,671 万 7,335 円 2,045 万　　 666 円

③公共用地取得事業 325 万 1,598 円 325 万 1,598 円 0 円

④農業集落排水事業 2,446 万 2,123 円 2,446 万 2,123 円 0 円

⑤介 護 保 険 117 億 3,588 万 2,495 円 117 億 2,786 万 9,678 円 801 万 2,817 円

⑥災 害 共 済 事 業 576 万 9,414 円 268 万　　 381 円 308 万 9,033 円

⑦後期高齢者医療 22 億 9,580 万 5,568 円 22 億 8,990 万 5,028 円 590 万　　 540 円

❸子育て世代の人口流入施策及び定住促進施策の立案に当たっては、縦割りでは

なく、企画政策部をはじめとする各部局が情報共有をした上で共通認識を図る

べきである。市が目指す将来都市像を実現するためにも、オール佐倉で施策に

取り組んでいただきたい。

【平成30年度会計別決算の状況】※会計名の丸数字は議案番号

決算特別委員会委員
（◎委員長　〇副委員長）

◎櫻井　道明　〇久野　妙子

鍋田　達子　　岡野　　敦

徳永由美子　　山本　英司

敷根　文裕　　五十嵐智美

萩原　陽子　　藤崎　良次

平野　裕子決算審査特別委員会での審査の様子

※ 夏季（５月～10月）に開会される議会の会議中の服装については、省エネ等の観点から上着・ネクタイの着用は自由としています。（議会運営委員会申し合わせ）
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平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て

問　

財
政
状
況
の
厳
し
さ
が
現

わ
れ
て
き
て
い
る
。
市
長
は
ど

う
分
析
、
評
価
し
て
い
る
か
。

答　

財
政
の
健
全
性
は
維
持
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
硬
直
化
な

ど
財
政
状
況
の
厳
し
さ
が
現
わ

れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
る
。
財
政
規
律
を
高
め
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
全
力

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
強

く
認
識
し
て
い
る
。

第
５
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

問　

新
た
な
将
来
都
市
像
案
の

意
図
や
考
え
を
伺
う
。

答　

こ
れ
ま
で
「
歴
史　

自
然　

文
化
の
ま
ち
」
を
将
来
都
市
像

に
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
た
。
こ
れ
ら
が
今
も
佐
倉

市
を
特
徴
づ
け
る
大
切
な
資
源

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
社
会

構
造
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
に
「
笑
顔
輝
き　

佐
倉 

咲
く　

み
ん
な
で
創
ろ
う
『
健

康
・
安
心
・
未
来
都
市
』」
を

提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
敬
老
事
業
に
つ
い
て

問　

制
度
設
計
に
当
た
り
、
ど

の
よ
う
な
案
を
考
え
て
い
る
か
。

答　

地
区
ご
と
に
置
か
れ
て
い

る
状
況
や
課
題
が
異
な
る
こ
と

か
ら
、
「
地
域
提
案
型
」
を
組

み
込
ん
だ
案
を
示
し
た
い
。

（
仮
）
佐
倉
図
書
館
等
新
町
活

性
化
複
合
施
設
整
備
に
つ
い
て

問　

市
長
と
し
て
の
見
解
を
加

え
た
整
備
に
つ
い
て
、
現
在
の

進
捗
状
況
を
含
め
て
伺
う
。

答　

こ
れ
ま
で
の
計
画
を
基
に
、

光
を
採
り
入
れ
る
工
夫
を
し
、

青
少
年
の
利
便
性
を
考
慮
し
た

施
設
整
備
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
加
え
て
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
通
路

を
整
備
す
る
な
ど
、
新
町
地
区

の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

八
ッ
場
ダ
ム
に
つ
い
て

問　

ダ
ム
の
完
成
と
暫
定
井
戸

の
削
減
を
、
ど
う
お
考
え
か
。

答　

安
定
的
な
水
源
を
確
保
で

き
る
ダ
ム
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
同
時
に
、
暫
定
井
戸
も
貴

重
な
水
資
源
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
と
も
暫
定
井
戸
を

存
続
さ
せ
る
中
で
、
井
戸
の
利

活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
５
次
佐
倉
市
総
合
計
画

問　

（
仮
称
）
佐
倉
図
書
館
等

新
町
活
性
化
複
合
施
設
と
あ
わ

せ
て
、
区
域
内
の
歴
史
的
建
造

物
を
結
ぶ
道
路
や
公
共
交
通
の

整
備
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
流
人
口
の
増
加
と
に
ぎ

わ
い
を
創
出
す
る
と
考
え
る
が
、

意
見
を
伺
う
。

答　

施
設
や
駅
な
ど
を
結
ぶ
回

遊
路
や
新
た
な
バ
ス
路
線
を
整

備
す
る
都
市
再
生
整
備
計
画
を

作
成
し
、
こ
の
計
画
が
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
対
象
事

業
と
な
る
よ
う
に
、
国
や
千
葉

県
と
協
議
を
し
て
い
る
。

か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画

問　

草
ぶ
え
の
丘
、
サ
ン
セ
ッ

ト
ヒ
ル
ズ
、
ふ
る
さ
と
広
場
等

の
、
印
旛
沼
周
辺
の
連
携
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

岩
名
運
動
公
園
を
加
え
た

連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
回

遊
性
の
向
上
等
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
施
設
間
連
携
を
効
果
的

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

小
中
学
校
の
諸
問
題

問　

教
職
員
等
の
勤
務
時
間
は
、

現
在
の
教
職
員
数
、
仕
事
量
で

は
、
縮
減
は
容
易
で
は
な
い
。

今
後
の
改
善
策
を
伺
う
。

答　

教
職
員
数
は
現
状
の
ま
ま

で
、
学
校
行
事
等
の
見
直
し
を

図
る
な
ど
、
業
務
改
善
を
継
続

的
に
行
う
こ
と
で
、
勤
務
時
間

の
縮
減
に
努
め
て
い
き
、
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
、
職
員
の
負
担

軽
減
に
努
め
て
い
く
。

（
徳
永
由
美
子　

関
連
質
問
）

特
別
支
援
教
育
支
援
員

問　

人
材
確
保
に
つ
い
て
、
課

題
を
伺
う
。

答　

待
遇
面
で
は
従
来
の
年
次

休
暇
や
夏
季
休
暇
な
ど
新
た
な

特
別
休
暇
を
付
与
す
る
等
改
善

に
努
め
て
い
る
。

問　

任
用
形
態
の
改
善
策
を
伺

う
。

答　

来
年
度
か
ら
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
へ
移
行
す
る
。
年

間
を
通
し
た
任
用
と
な
る
見
通

し
で
、
社
会
保
険
に
も
加
入
と

な
る
。
勤
務
年
数
に
応
じ
た
期

末
手
当
も
支
給
さ
れ
る
見
通
し

で
あ
る
。

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問　

「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

や
「
地
区
防
災
計
画
」
の
普
及

な
ど
地
域
住
民
に
よ
る
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
力
を
高
め
る

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い

て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　

地
域
で
助
け
合
う
た
め
の

地
区
防
災
計
画
を
作
成
し
て
お

く
こ
と
は
、
自
助
・
共
助
を
進

め
る
上
で
大
変
重
要
で
あ
る
。

市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
支
援
し
て
い
く
。

避
難
所
運
営
に
つ
い
て

問　

災
害
時
に
避
難
所
と
な
る

学
校
体
育
館
は
、
猛
暑
の
中
で

は
熱
中
症
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

防
災
・
減
災
の
立
場
か
ら
も
、

代
表
質
問

市政に関する

一 問質般
　８月定例会では、９月２日から９月５日までの４日間に

わたり、一般質問を行い、市政に対し活発な議論が展開さ

れましたので、その一部を掲載します。

代表質問

個人質問

※は持ち時間60分、それ以外は30分。（　　）内は会派名。
【　　】内は関連質問した同じ会派の議員。

◎上記の通告内容は、質問者から議長に文書で通告のあった内容に従い、
　大項目のみ掲載しています。

　詳細については、市役所１号館２階市政資料室・市内各図書館

にて会議録（11月下旬発行予定）の閲覧、または、佐倉市議会

ホームページの会議録検索システム（11月下旬配信予定）から

ご覧いただけます。なお、一般質問の様子は、佐倉市議会ホーム

ページで録画中継をご覧いただけます。

一 般 質 問 通 告 要 旨

中村孝治（さくら会）※
①市長の政治姿勢　　　　　　　　　　　④安全・安心なまちづくり
②未来に向けた魅力あるまちづくり　　　⑤「佐倉の教育」の充実
③高齢化・少子化対策の推進　　　　　　⑥当面の課題

齋藤寛之（自由民主さくら）【徳永由美子】※
①平成30年度佐倉市決算報告について　　④かわまちづくり計画について
②第５次佐倉市総合計画について　　　　⑤小中学校の諸問題について
③佐倉市平和使節団について

押木孝和（公明党）※
①安心・安全のまちづくりについて
②風疹対策の強化について
③魅力あるまちづくりについて
④スポーツ振興の取り組みについて

五十嵐智美（市民ネットワーク）
①第５次総合計画（素案）について
②上水道について

木崎俊行（日本共産党）
①この地域を幸せにできるのか
②自治体戦略2040構想について（なぜ「地方創生」はうまくいかないのか）
③消費増税が地域をさらに破壊する
④小さくても輝く自治体フォーラム（対案と希望）

藤崎良次（市民オンブズマンひまわり会）
①市長の政治姿勢（決算、現代貨幣理論、市民体育館、入札発注、戦没者

追悼式、選挙）
②市民の生活環境（敬老事業、各種団体、道路） 
③市政運営のソフト面ハード面（ＪＲ佐倉駅周辺、監査）

玉城清剛
①敬老事業について　　　　　　　　　　③児童の安全な通学について
②西志津スポーツ等多目的広場について　④弓道場建設について

鍋田達子（公明党）
①認知症対策について　　　　　　　　　③健康増進について
②市民サービスの向上について

稲田敏昭
①市長の政治姿勢について
②住みやすいまちづくりについて
③安心・安全なまちづくりについて

久野妙子（公明党）
①高齢者・障がい者に優しいまちづくりについて
②教育環境の充実について
③成人式について
④市税等、収納率の向上と市民の利便性について

萩原陽子（日本共産党）
①食の安全保障について
②よりよい佐倉図書館の実現について
③教科書採択について
④京成佐倉駅北口へのエレベーター設置

山本英司（自由民主さくら）
①市長の政治姿勢について　　　　　　　④オリ・パラについて
②教育問題について　　　　　　　　　　⑤四街道市清掃工場について
③少子化問題について

髙橋とみお
①農業振興策について　　　　　　　　　③佐倉“江戸”時代まつりについて
②若者の声を反映する市政の実現

岡野敦（さくら会）
①財政運営について
②印旛沼関連の政策について
③住んで良かったと思えるまちづくり施策について

松島梢（市民ネットワーク）
①公立保育園について　　　　　　　　　③学校給食について
②ファミリーサポートセンターについて

川口絵未（市民ネットワーク）
①化学物質の影響について　　　　　　　③森林の整備について
②新佐倉図書館について

宇田実生子（市民オンブズマンひまわり会）
①経常的経費の削減
②高齢者・妊産婦・子育て世代等への福祉サービスの充実（外出支援タクシー利用

制度、安全装置取り付け補助金制度、病院・公共施設への公共交通の確保）
③真野台・染井野地区に隣接する開発後の安全対策
④鳥獣被害防止対策（ハクビシン）
⑤公共施設のこれからのあり方について（ミレニアムセンター佐倉）
⑥ごみ問題（有料指定ごみ袋とごみ収集制度の改善）

敷根文裕（さくら会）
①公募型サウンディング調査について
②市民の安心、安全について
③地域のごみ問題について
④ＩＣＴを活用した新たな取り組みについて

中な
か
む
ら村
孝こ

う
じ治

押お
し
き木
孝た

か
よ
り和

さ
く
ら
会

公
明
党

齋さ
い
と
う藤

寛ひ
ろ
ゆ
き之

自
由
民
主
さ
く
ら
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Ｓ
Ｏ
Ｓ
ス
テ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て

問　

現
在
は
ビ
ニ
ー
ル
製
の
み

で
あ
る
。
衣
服
の
裏
側
等
に
張

り
付
け
て
も
は
が
れ
に
く
い
素

材
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
等

で
読
み
取
る
と
警
察
署
等
の
電

話
番
号
が
表
示
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
電
話
が
か
け
ら
れ
る
ス
テ
ッ

カ
ー
も
追
加
で
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
伺
う
。

答　

関
係
市
町
と
連
携
し
、
研

究
し
て
い
く
。

遺
族
が
行
う
手
続
き
等

問　

死
亡
に
伴
い
遺
族
の
方
が

役
所
で
行
う
手
続
き
は
大
変
煩

雑
。
市
役
所
以
外
で
の
主
な
手

続
き
も
案
内
し
て
い
る
か
伺
う
。

答　

受
付
窓
口
や
連
絡
先
に
つ

い
て
案
内
し
て
い
る
。

問　

別
府
市
の
お
く
や
み
コ
ー

ナ
ー
の
よ
う
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答　

ス
ペ
ー
ス
等
の
問
題
で
専

用
窓
口
の
設
置
は
難
し
い
が
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
形
を
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

健
康
増
進
に
つ
い
て

問　

市
民
の
健
康
増
進
の
た
め

に
も
検
診
率
向
上
を
望
む
。
オ

ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
意
識
し
た

一
生
涯
の
お
口
の
健
康
の
チ
ラ

シ
も
配
布
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

答　

議
員
ご
提
案
の
検
診
受
診

券
セ
ッ
ト
に
同
封
す
る
方
法
は

有
効
と
考
え
、
今
後
検
討
す
る
。

学
校
体
育
館
に
も
エ
ア
コ
ン
設

置
が
必
要
と
思
う
が
市
の
考
え

を
伺
う
。

答　

エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

体
育
館
の
広
さ
や
利
用
頻
度
を

考
慮
す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
検
討

が
必
要
で
あ
り
、
今
後
協
議
し

て
い
く
。

支
援
物
資
に
つ
い
て

問　

災
害
対
応
型
自
動
販
売
機

の
設
置
状
況
と
今
後
の
拡
充
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

公
民
館
な
ど
公
共
施
設
に

設
置
し
て
い
る
31
台
の
自
動
販

売
機
は
、
災
害
時
に
は
無
償
で

商
品
を
提
供
い
た
だ
け
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
公
共

施
設
に
設
置
す
る
場
合
に
は
、

災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
の
設

置
を
事
業
者
に
お
願
い
を
し
て

い
く
。

医
療
費
補
助
制
度
に
つ
い
て

問　

現
在
中
学
３
年
生
ま
で
医

療
費
補
助
制
度
が
あ
る
が
、
学

費
等
の
負
担
が
大
き
く
な
る
高

校
生
世
代
ま
で
の
さ
ら
な
る
医

療
費
補
助
を
行
っ
た
場
合
、
経

費
負
担
の
増
大
額
と
年
齢
拡
充

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

答　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

を
高
校
生
ま
で
対
象
と
し
た
場

合
、
年
間
お
よ
そ
８
千
万
円
の

負
担
増
と
見
込
ん
で
い
る
。
年

齢
拡
充
に
つ
い
て
は
継
続
的
な

財
政
負
担
の
増
大
な
ど
課
題
が

あ
り
、
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

現
総
合
計
画
の
検
証
に
つ
い
て

問　

現
計
画
で
実
施
計
画
に
な

い
志
津
自
然
園
購
入
や
ス
マ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
プ
レ
イ
ス
事
業
等

が
事
前
の
説
明
も
な
く
突
然
行

わ
れ
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
つ

い
て
新
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答　

十
分
基
本
計
画
に
の
っ
と

り
、
政
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

市
民
へ
の
説
明
が
必
要
。

問　

庁
舎
も
耐
震
補
強
で
20
年

使
用
可
能
と
し
な
が
ら
建
設
基

本
調
査
会
を
設
置
し
た
理
由
は
。

答　

他
市
で
竣
工
ま
で
10
年
必

要
と
聞
き
、
早
く
立
ち
上
げ
た
。

第
５
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

問　

計
画
と
連
動
す
る
と
言
わ

れ
る
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
、

ふ
る
さ
と
広
場
の
駐
車
場
整
備

等
の
具
体
的
な
施
策
が
あ
る
が
、

公
開
の
場
で
の
検
討
が
必
要
。

答　

多
様
な
意
見
を
聞
き
、
丁

寧
に
意
思
決
定
し
て
い
き
た
い
。

上
水
道
に
つ
い
て

問　

八
ッ
場
ダ
ム
と
霞
ヶ
浦
導

水
完
成
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
は
最
終
的
に
県
水
の
受
水

量
が
４
万
２
０
０
０
㎥
に
な
り
、

施
設
整
備
が
必
要
。
費
用
は
。

答　

用
地
取
得
を
除
き
配
水
池
、

送
水
管
で
試
算
で
は
約
24
億
円
。

問　

最
終
的
な
試
算
で
水
道
料

金
の
値
上
げ
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　

約
35
％
の
値
上
げ
を
予
定
。

問　

今
後
人
口
減
少
と
節
水
に

よ
る
水
需
要
の
減
少
が
予
測
さ

れ
る
。
現
実
離
れ
し
た
計
画
を

見
直
し
、
再
度
議
論
す
べ
き
。

「
地
方
創
生
」
で
地
域
疲
弊
だ

問　

安
倍
政
権
は
公
務
員
を
半

減
し
、
営
利
目
的
の
民
間
企
業

を
参
入
さ
せ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
変
質
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
で
は
、
市
民
は
主
権
者
で

は
な
く
支
払
い
義
務
を
持
つ
お

客
様
だ
。
地
域
経
済
の
判
断
指

標
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答　

県
月
例
経
済
報
告
を
参
考
。

少
子
化
対
策
に
実
効
性
を

問　

私
の
議
場
配
布
資
料
か
ら

都
内
本
社
企
業
が
地
方
で
非
正

規
低
賃
金
労
働
者
を
雇
用
し
て

本
社
へ
所
得
を
集
中
す
る
構
造

が
分
か
る
。
男
性
３
百
万
円
未

満
年
収
層
の
既
婚
率
が
一
桁
で

少
子
化
対
策
に
逆
行
し
て
い
る
。

答　

少
子
高
齢
化
は
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
影
響
し
て
い
る
。

地
盤
沈
下
は
沈
静
化
、
安
全
で

お
い
し
い
地
下
水
を
守
れ
る

問　

資
料
か
ら
地
盤
の
沈
静
化

は
明
ら
か
。
八
ッ
場
や
霞
ヶ
浦

導
水
等
広
域
事
業
か
ら
撤
退
し
、

住
民
負
担
増
と
な
る
上
下
水
道

料
金
の
値
上
げ
阻
止
を
。

答　

地
下
水
利
用
に
制
限
が
あ

る
の
で
撤
退
は
考
え
て
い
な
い
。

中
小
企
業
振
興
・
公
契
約
条
例

問　

先
進
市
で
は
地
域
を
支
え

る
中
小
企
業
の
活
動
支
援
の
た

め
大
企
業
の
役
割
を
条
例
に
加

え
た
。
市
の
産
業
振
興
条
例
に

も
大
企
業
の
役
割
を
加
え
て
は
。

答　

ご
意
見
と
し
て
承
る
。

問　

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
問
題
解

決
策
に
公
契
約
条
例
も
検
討
を
。

大
型
建
設
計
画
（
新
体
育
館
建

設
、
新
市
庁
舎
建
設
）
の
方
針

問　

岩
名
運
動
公
園
へ
の
新
体

育
館
建
設
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　

体
育
館
を
修
繕
す
べ
き
な

の
か
、
議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

新
市
庁
舎
建
設
の
委
員
会

は
す
で
に
立
ち
上
げ
た
。
新
市

長
に
は
大
型
建
設
を
ど
ん
ど
ん

進
め
る
基
本
方
針
が
あ
る
の
か
。

答　

長
期
的
な
10
年
、
15
年
と

い
う
こ
と
で
、
そ
ん
な
議
論
も

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板

問　

ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
は
交
通

安
全
上
問
題
な
場
所
が
あ
る
。

答　

ご
指
摘
の
３
カ
所
は
、
道

路
渋
滞
発
生
も
あ
る
の
で
、
代

替
地
を
検
討
し
て
い
る
。

県
警
本
部
の
選
挙
違
反
対
応

問　

警
察
は
選
挙
違
反
に
つ
い

て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　

県
警
本
部
は
、
「
当
該
事

案
を
選
挙
運
動
中
に
現
認
し
た

と
し
て
も
、
ま
ず
は
警
告
と
す

る
の
が
通
例
で
あ
り
、
こ
れ
を

行
わ
ず
捜
査
案
件
と
す
る
こ
と

は
基
本
的
に
は
な
い
。
ま
た
、

４
月
に
行
わ
れ
た
選
挙
運
動
期

間
中
の
行
為
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

捜
査
対
象
と
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
」
と
し
て
い
る
。

く
じ
引
き
で
の
落
札
者
決
定

問　

入
札
の
落
札
者
を
く
じ
引

き
で
決
定
し
た
今
年
度
件
数
は
。

答　

市
長
部
局
24
件
、
上
下
水

道
部
18
件
。
入
札
制
度
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

敬
老
事
業
に
つ
い
て

問　

西
志
津
地
区
19
自
治
会
は

今
年
度
の
敬
老
会
開
催
を
決
定

し
た
。
敬
老
事
業
の
次
年
度
へ

向
け
た
協
議
予
定
を
伺
う
。

答　

来
年
度
の
予
算
要
求
に
向

け
各
地
区
社
協
と
の
意
見
交
換

等
を
経
て
、
制
度
案
を
固
め
る
。

西
志
津
多
目
的
広
場
に
つ
い
て

問　

駐
車
場
の
雨
水
対
策
は
。

答　

整
地
を
行
う
等
の
対
応
を

し
て
き
た
が
、
水
た
ま
り
等
が

発
生
す
る
。
解
消
に
向
け
関
係

部
署
と
協
議
す
る
。

問　

広
場
の
売
却
予
定
は
。

答　

売
却
の
予
定
は
な
い
。

問　

球
技
を
行
え
る
よ
う
に
す

る
等
の
有
効
利
用
の
考
え
は
。

答　

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問　

維
持
管
理
費
の
支
援
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

関
係
部
署
と
協
議
す
る
。

児
童
の
安
全
な
通
学
に
つ
い
て

問　

勝
田
台
４
号
踏
切
付
近
の

横
断
歩
道
移
設
工
事
の
進
捗
は
。

答　

６
月
20
日
警
察
と
の
現
場

立
ち
合
い
を
行
い
、
地
元
へ
移

設
お
知
ら
せ
の
回
覧
を
行
っ
た
。

今
後
も
警
察
と
連
携
し
横
断
歩

道
の
移
設
を
進
め
る
。

弓
道
場
建
設
に
つ
い
て

問　

城
下
町
佐
倉
に
ふ
さ
わ
し

い
弓
道
場
の
建
設
を
願
う
。

答　

施
設
の
集
約
化
等
も
含
め
、

総
合
的
に
検
討
す
る
。

木き
ざ
き崎
俊と

し
ゆ
き行

日
本
共
産
党

藤ふ
じ
さ
き崎

良り
ょ
う
じ次

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

ひ
ま
わ
り
会

個
人
質
問

鍋な
べ
た田
達た

つ
こ子公

明
党

五い
が
ら
し
十
嵐
智と

も
み美

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

玉た
ま
き城
清せ

い
ご
う剛
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敬
老
会
に
つ
い
て

問　

敬
老
会
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
案
を
考
え
て
い
る
か
。

答　

一
律
の
委
託
方
式
で
は
な

く
、
地
域
提
案
型
で
進
め
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

問　

ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
か
ら
臼

井
駅
ま
で
の
国
道
２
９
６
号
線

は
、
民
間
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
も
走
っ
て
い
な
い
空
白
地
区
。

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　

ち
ば
グ
リ
ー
ン
バ
ス
に
要

望
し
て
い
る
。

問　

免
許
自
主
返
納
者
に
対
す

る
対
策
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー

キ
の
踏
み
間
違
い
な
ど
に
よ
る

安
全
装
置
の
取
り
付
け
の
補
助

を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
で
運
転
免
許
の
有
無
に
か
か

わ
ら
な
い
お
年
寄
り
の
移
動
支

援
策
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

踏
み
間
違
い
防
止
安
全
装
置
な

ど
に
対
す
る
支
援
を
緊
急
の
高

齢
者
福
祉
施
策
と
し
て
検
討
し

て
い
る
。

京
成
佐
倉
駅
北
口
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
設
置
に
つ
い
て

問　

京
成
電
鉄
と
協
議
さ
れ
た

と
思
う
が
京
成
電
鉄
の
考
え
は

ど
う
だ
っ
た
か
。

答　

８
月
上
旬
に
設
置
に
関
す

る
協
議
を
行
っ
た
。
国
や
市
か

ら
補
助
金
が
あ
れ
ば
、
設
置
に

つ
い
て
検
討
す
る
話
も
あ
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

問　

高
齢
者
の
外
出
の
機
会
を

増
や
す
こ
と
は
社
会
参
加
の
促

進
に
も
つ
な
が
り
、
最
後
ま
で

生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
く
た

め
に
は
、
自
家
用
車
に
依
存
し

な
い
移
動
手
段
の
確
保
が
重
要
。

バ
ス
停
増
設
や
ル
ー
ト
の
拡
充

が
必
要
だ
が
、
い
か
が
か
。

答　

バ
ス
停
の
増
設
、
移
設
、

自
由
乗
降
区
間
の
拡
大
変
更
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

料
金
見
直
し
の
声
が
あ
る
。

所
得
水
準
を
踏
ま
え
た
新
た
な

料
金
設
定
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

答　

お
年
寄
り
を
対
象
と
し
た

割
引
制
度
な
ど
検
討
し
て
い
く
。

成
人
式
に
つ
い
て

問　

参
加
者
の
思
い
出
に
残
り
、

市
か
ら
祝
福
す
る
気
持
ち
が
伝

わ
る
内
容
と
す
る
た
め
に
は
、

予
算
の
増
額
や
成
人
式
の
経
験

者
を
運
営
委
員
と
し
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
く
な
ど
も
有
効

で
あ
る
。
式
典
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
行

う
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

成
人
式
経
験
者
の
運
営
委

員
会
へ
の
参
加
も
含
め
、
さ
ら

な
る
検
討
を
し
て
い
く
。

市
税
等
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

問　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
等
を

使
っ
た
電
子
納
税
等
新
た
な
納

付
方
法
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

実
現
化
に
向
け
検
討
す
る
。

食
の
安
全
に
つ
い
て

問　

食
料
自
給
率
が
37
％
に
低

下
し
た
。
市
民
の
食
料
確
保
に

つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

答　

地
域
農
業
の
持
続
的
な
発

展
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
み
、

地
元
農
産
物
の
消
費
拡
大
や
担

い
手
育
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
。

新
規
就
農
者
支
援

問　

家
族
農
業
は
日
本
で
も
世

界
で
も
食
料
生
産
の
主
力
で
地

産
地
消
に
適
し
て
い
る
。
国
は

新
規
就
農
者
の
予
算
を
削
減
し

た
が
、
支
援
は
継
続
で
き
る
か
。

答　

本
年
度
の
事
業
に
必
要
な

予
算
は
確
保
で
き
て
い
る
。

よ
り
よ
い
佐
倉
図
書
館
実
現
を

問　

多
く
の
市
民
か
ら
意
見
を

聞
く
場
を
早
急
に
設
け
る
べ
き
。

答　

引
き
続
き
、
公
募
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。

問　

明
る
く
ゆ
と
り
あ
る
空
間

で
幅
広
い
学
習
資
料
の
提
供
を

目
的
と
す
る
魅
力
的
な
図
書
館

に
す
る
た
め
に
準
備
室
が
必
要
。

答　

基
本
設
計
に
基
づ
き
進
め

る
。
準
備
室
の
計
画
は
な
い
が

司
書
職
員
な
ど
に
意
見
を
聞
く
。

問　

設
計
変
更
で
建
設
費
は
増

額
に
な
る
か
。
国
の
補
助
金
は

ど
の
程
度
見
込
ん
で
い
る
か
。

答　

具
体
的
な
工
事
費
、
補
助

金
を
答
え
ら
れ
る
状
況
に
な
い
。

問　

新
町
活
性
化
も
大
事
に
し
、

図
書
館
は
広
い
場
所
に
建
設
を
。

市
民
の
意
見
・
要
望
へ
の
対
応

問　

市
長
へ
の
手
紙
や
自
治
会

の
要
望
等
に
対
し
、
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
、
対
応
す
る
の
か
。

答　

い
ず
れ
も
大
切
な
も
の
と

認
識
し
、
必
ず
目
を
通
し
、
ご

意
見
、
ご
要
望
に
耳
を
傾
け
、

オ
ー
ル
佐
倉
で
未
来
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　

要
望
等
の
懸
案
事
項
で
あ

る
が
、
弥
富
小
に
一
番
遠
い
岩

富
か
ら
だ
と
片
道
３
・
８
キ
ロ

で
あ
り
、
歩
道
も
な
く
道
幅
も

狭
く
大
変
危
険
。
市
の
考
え
は
。

答　

地
区
か
ら
の
要
望
に
よ
る

横
断
歩
道
設
置
は
、
佐
倉
警
察

署
を
通
じ
県
公
安
委
員
会
へ
要

望
し
て
お
り
、
そ
の
状
況
で
白

線
設
置
な
ど
安
全
対
策
を
検
討
。

問　

子
供
た
ち
に
は
往
復
７
・

６
キ
ロ
の
登
下
校
は
、
緊
張
感

を
保
っ
て
通
学
す
る
の
は
無
理

で
あ
り
、
安
心
し
て
通
え
る
道

に
な
る
よ
う
要
望
す
る
。

い
じ
め
防
止
対
策
に
つ
い
て

問　

担
任
等
に
よ
る
情
報
の
抱

え
込
み
防
止
を
視
野
に
入
れ
た

対
策
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

答　

定
期
的
な
校
長
会
議
や
生

徒
指
導
担
当
者
会
議
、
学
校
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
助
言

な
ど
を
通
し
て
小
さ
な
い
じ
め

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
認
知
し
、

組
織
で
対
応
す
る
よ
う
指
導
。

若
者
の
声
を
反
映
す
る
市
政

問　

若
者
の
声
を
市
政
に
反
映

さ
せ
、
若
い
世
代
の
た
め
の
環

境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
。
若
者
に
よ
る
、
予
算
権

限
を
持
つ
会
議
体
で
あ
る
「
若

者
議
会
」
の
創
出
を
提
案
す
る
。

先
行
事
例
の
新
城
市
に
な
ら
う

と
１
７
０
０
万
円
の
予
算
が
必

要
な
た
め
、
議
員
定
数
を
２
減

ら
し
て
財
源
と
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
予
算
執
行
権
限
の
あ
る

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　

議
員
定
数
は
、
ま
ず
議
会

に
お
い
て
議
論
す
べ
き
で
あ
る

た
め
発
言
は
控
え
る
。
若
者
の

声
を
反
映
す
る
仕
組
み
の
導
入

は
必
要
だ
。
今
後
若
者
の
考
え

を
適
宜
伺
い
、
若
者
が
参
画
し

た
く
な
る
市
政
運
営
に
努
め
る
。

「
佐
倉
江
戸
時
代
ま
つ
り
」
独

自
性
と
今
後
に
つ
い
て

問　

現
状
の
「
佐
倉
江
戸
時
代

ま
つ
り
」
は
、
独
自
性
が
薄
く
、

ま
た
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
や
実
施

効
果
の
よ
り
深
い
検
討
が
不
可

欠
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
別
紙

を
基
に
「
佐
倉
・
江
戸
『
藩
主

と
そ
の
時
代
』
ま
つ
り
」
や
、

「
古
今
佐
倉
真
佐
子
編　

江
戸

時
代
・
麻
賀
多
神
社
の
祭
礼
の

復
元
」
等
複
数
案
を
提
案
す
る

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　

提
案
内
容
も
含
め
、
今
後

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

財
政
運
営
に
つ
い
て

問　

将
来
の
安
定
財
政
の
た
め

に
は
歳
出
削
減
と
と
も
に
、
歳

入
の
確
保
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

歳
入
を
増
や
す
た
め
の
方
向
性

に
つ
い
て
問
う
。

答　

関
連
施
策
を
着
実
に
進
め

流
入
人
口
の
増
加
を
図
り
、
企

業
誘
致
な
ど
地
域
の
産
業
、
経

済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
将

来
の
税
収
増
を
目
指
す
。

問　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と

財
政
力
向
上
の
好
循
環
を
目
指

し
て
ほ
し
い
。

印
旛
沼
の
政
策
に
つ
い
て

問　

印
旛
沼
に
関
し
て
ど
の
よ

う
な
政
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

浄
化
政
策
、
治
水
政
策
、

利
水
政
策
、
観
光
・
地
域
振
興

な
ど
を
国
・
県
・
流
域
自
治
体

等
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。

問　

総
合
調
整
な
ど
佐
倉
市
が

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
行
動

す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り

問　

行
政
区
を
超
え
た
レ
ン
タ

ル
シ
ェ
ア
自
転
車
、
鉄
道
文
化

遺
産
蒸
気
機
関
車
の
有
効
活
用
、

窓
口
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
対
応
、

市
内
郵
便
局
と
の
連
携
等
を
提

案
す
る
が
い
か
が
か
。

答　

市
民
の
満
足
度
向
上
に
つ

な
が
る
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

公
立
保
育
園
の
使
用
済
み
紙
お

む
つ
持
ち
帰
り
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
が
下
痢
や
感
染
症

の
場
合
、
ウ
イ
ル
ス
が
つ
い
た

お
む
つ
を
持
ち
帰
る
こ
と
は
問

題
が
あ
る
。
回
収
す
る
予
定
は
。

答　

危
険
で
あ
る
こ
と
も
認
識

し
て
い
る
。
回
収
は
今
後
早
急

に
検
討
す
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
補
償
保
険
に
つ
い
て

問　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
中

の
車
の
事
故
に
つ
い
て
、
該
当

車
の
所
有
者
が
加
入
し
て
い
る

保
険
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ

山や
ま
も
と本
英え

い
じ司

自
由
民
主
さ
く
ら

岡お
か
の野　

敦
あ
つ
し

さ
く
ら
会

萩は
ぎ
わ
ら原
陽よ

う
こ子

日
本
共
産
党

稲い
な
だ田
敏と

し
あ
き昭

髙た
か
は
し橋

と
み
お

松ま
つ
し
ま島　

梢
こ
ず
え

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

久く
の

野
妙た

え
こ子公

明
党
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て
い
る
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

提
供
会
員
及
び
依
頼
会
員

の
お
子
さ
ん
の
け
が
が
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
加

入
す
る
補
償
保
険
の
対
象
と
な

る
。
車
両
の
修
理
は
対
象
と
な

ら
な
い
。

問　

サ
ポ
ー
ト
中
に
事
故
を
起

こ
し
た
場
合
、
提
供
会
員
個
人

が
責
任
を
負
う
。
市
と
し
て
提

供
会
員
の
自
家
用
車
と
相
手
方

へ
の
補
償
は
や
ら
な
い
の
か
。

答　

対
応
す
る
保
険
が
な
か
っ

た
。
今
後
他
市
の
状
況
を
調
査

し
て
検
討
す
る
。

問　

３
分
の
１
の
提
供
会
員
が

保
険
に
つ
い
て
詳
し
く
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
。

答　

入
会
説
明
会
で
説
明
し
て
、

ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

化
学
物
質
過
敏
症
に
つ
い
て

問　

化
学
物
質
過
敏
症
は
極
め

て
微
量
の
化
学
物
質
で
誰
で
も

発
症
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
柔

軟
剤
等
の
香
料
で
「
香
害
」
も

増
加
。
集
中
力
、
思
考
力
が
欠

け
落
ち
着
き
が
な
く
な
る
、
多

動
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
と
の

研
究
結
果
。
周
知
、
配
慮
を
。

答　

市
施
設
・
学
校
等
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

周
知
。
相
談
は
随
時
受
付
。
こ

う
ほ
う
佐
倉
で
も
掲
載
し
た
い
。

新
佐
倉
図
書
館
に
つ
い
て

問　

市
民
意
見
懇
談
会
設
置
を
。

答　

予
定
な
い
が
図
書
館
協
議

会
や
司
書
職
員
等
の
意
見
聞
く
。

問　

西
側
擁
壁
の
改
修
設
計
の

追
加
で
３
２
６
万
８
千
円
。
新

図
書
館
西
側
道
路
か
ら
の
通
路

新
設
、
閉
架
書
庫
を
地
下
に
し
、

地
下
１
階
、
地
上
２
階
建
て
に
。

地
下
面
積
拡
大
と
な
る
大
幅
な

設
計
変
更
が
あ
っ
た
が
、
議
員
、

市
民
に
説
明
が
な
い
。
今
後
予

算
が
膨
ら
む
可
能
性
の
あ
る
拙

速
な
計
画
を
見
直
す
べ
き
。

答　

計
画
途
中
で
浮
上
し
た
国

の
交
付
金
活
用
の
観
点
か
ら
擁

壁
解
体
に
合
わ
せ
変
更
。
質
問

す
る
議
員
に
は
個
別
説
明
し
た
。

災
害
に
強
い
森
林
の
整
備
を

問　

森
林
環
境
譲
与
税
を
使
い
、

災
害
に
強
い
天
然
林
化
を
。

答　

関
係
者
意
見
参
考
に
検
討
。

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て

問　

Ｈ
29
年
度
経
常
収
支
比
率

県
内
団
体
平
均
値
91
％
に
対
し

市
は
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
98
・
３
％
。

理
由
と
今
後
の
目
標
値
を
問
う
。

答　

生
活
保
護
費
給
付
報
告
数

値
誤
り
に
伴
う
過
年
度
返
還
金

と
の
相
殺
等
で
普
通
交
付
税
が

約
15
億
円
減
と
な
っ
た
。
類
似

団
体
の
平
均
値
以
下
を
次
期
総

合
計
画
の
成
果
指
標
と
す
る
。

高
齢
者
、
妊
産
婦
、
子
育
て
世

代
等
の
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
券

問　

外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
制
度

導
入
の
進
捗
・
検
討
状
況
は
。

答　

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

と
い
う
方
法
も
含
め
検
討
す
る
。

問　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

安
全
装
置
を
取
り
付
け
る
器
具

等
に
対
す
る
補
助
金
制
度
の
確

立
の
進
捗
・
検
討
状
況
を
問
う
。

答　

緊
急
施
策
と
し
て
検
討
。

ミ
レ
セ
ン
内
市
民
防
災
啓
発
セ

ン
タ
ー
の
後
利
用
に
つ
い
て

問　

少
子
化
対
策
活
用
を
求
む
。

答　

市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

駅
前
の
利
便
性
や
市
全
体
の
公

共
施
設
と
の
調
和
の
と
れ
た
活

用
方
法
を
引
き
続
き
検
討
す
る
。

環
境
問
題
と
し
て
の
ご
み
袋

問　

将
来
的
に
は
、
プ
ラ
以
外

の
素
材
の
選
択
肢
も
あ
る
か
。 

答　

再
生
材
や
バ
イ
オ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
、
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

問　

千
葉
市
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
型

サ
※

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
に
よ
り

指
定
管
理
費
と
し
て
４
０
０
０

万
円
の
費
用
負
担
を
し
て
い
た

施
設
が
３
０
０
万
円
の
賃
料
を

得
ら
れ
る
施
設
に
変
わ
り
年
間

４
３
０
０
万
円
の
プ
ラ
ス
を
生

み
出
し
た
。
市
の
資
産
を
活
用

し
た
い
と
い
う
声
を
聞
く
た
め

に
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
で
は
。

答　

民
間
事
業
者
が
、
お
金
を

支
払
っ
て
で
も
利
用
し
た
い
と

い
っ
た
施
設
や
市
有
地
の
可
能

性
を
見
極
め
る
た
め
マ
ー
ケ
ッ

ト
型
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
は

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
、

関
係
課
と
連
携
し
研
究
す
る
。

市
民
の
安
心
、
安
全
に
つ
い
て

問　

職
員
の
災
害
対
応
能
力
向

上
の
た
め
、
災
害
を
想
定
し
た

資
格
取
得
の
経
費
に
対
し
て
総

務
省
か
ら
地
方
交
付
税
措
置
が

本
年
度
よ
り
新
設
さ
れ
た
。
国

の
制
度
を
利
用
す
る
べ
き
で
は
。

答　

議
員
ご
提
案
の
件
に
関
し

て
関
係
各
課
と
協
議
し
、
人
材

の
育
成
を
図
っ
て
い
く
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て

問　

市
川
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
に

よ
る
相
談
対
応
の
よ
う
に
、
Ａ

Ｉ
の
活
用
を
考
え
て
い
る
か
。

答　

20
代
、
30
代
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
利
用
率
は
90
％
を
超
え
て
お

り
利
活
用
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

用
語
解
説

※
【
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
】

　

市
有
地
な
ど
の
有
効
活
用
に

向
け
た
検
討
に
あ
た
っ
て
、

活
用
方
法
に
つ
い
て
民
間
事

業
者
か
ら
広
く
意
見
、
提
案

を
求
め
、
「
対
話
」
を
通
じ

て
市
場
性
等
を
把
握
す
る
調

査

主
な
議
案
の
概
要

　

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
議
案
第
１
号
～
議
案
第
９
号
は
平
成

30
年
度
の
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
決
算
の
認
定
、
議
案

第
10
号
及
び
議
案
第
11
号
は
令
和
元
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
、
議
案
第
12
号

～
議
案
第
20
号
ま
で
は
条
例
の
制
定
、
議
案
第
21
号
～
議
案
第
24
号
ま
で
は
道

路
線
の
認
定
等
、
議
案
第
25
号
は
契
約
の
締
結
、
議
案
第
26
号
は
教
育
長
の
任

命
、
議
案
第
27
号
は
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
議
案
第
28
号
は
監
査
委
員
の

選
任
、
議
案
第
2９
号
は
基
本
構
想
及
び
前
期
基
本
計
画
の
策
定
、
議
案
第
30
号

は
副
市
長
の
選
任
、
議
案
第
31
号
は
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
関
す
る
議
案

で
す
。
（
議
案
第
１
号
～
議
案
第
９
号
ま
で
の
概
要
は
１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
）

【
議
案
第
10
号
　
令
和
元
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
】

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
９
５
２
９
万
円
を
増
額
す
る
も
の
。
補
正
後
の
予

算
総
額
は
、
４
９
５
億
９
２
５
３
万
２
千
円
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
繰
越
金

の
増
額
。
分
担
金
及
び
負
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、
繰
入
金
な
ど
の
減
額
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
繰
越
金
の
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み
立
て
、
国
庫
支

出
金
等
返
還
経
費
、
住
生
活
基
本
計
画
推
進
事
業
な
ど
の
増
額
。
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
事
業
の
減
額
。
10
月
か
ら
の
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
伴
う
関
連

事
業
費
の
補
正
。

　

債
務
負
担
行
為
の
補
正
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
シ
ス
テ
ム
導
入
を
追
加
す

る
も
の
。

【
議
案
第
1５
号
　
佐
倉
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、
住
民
票
へ
の
旧
氏
併
記
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
印
鑑
登
録
に
お
け
る
旧
氏
の
使
用
に
つ
い
て
規
定
す
る

も
の
及
び
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
い
、
電
子
情
報
の
管
理
媒
体
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
議
案
第
1６
号
　
佐
倉
市
立
学
童
保
育
所
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

青
菅
小
学
校
区
の
児
童
推
計
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
青
菅
小
学
校

の
敷
地
内
に
学
童
保
育
所
を
設
置
す
る
も
の
。

【
議
案
第
1７
号
　
佐
倉
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
利
用
者
負
担
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
が
改
正
さ
れ
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
保
育

園
等
を
利
用
す
る
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
係
る
利
用
者
負
担
が
原
則

と
し
て
無
償
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
議
案
第
1９
号
　
佐
倉
市
立
幼
稚
園
園
児
保
育
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に
伴
い
、
佐
倉
市
立
幼
稚
園
の
利
用
者
負

担
額
及
び
一
時
預
か
り
保
育
料
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

【
議
案
第
２0
号
　
佐
倉
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
】

　

本
年
４
月
24
日
に
逝
去
さ
れ
た
小
出
義
雄
氏
の
業
績
及
び
佐
倉
市
へ
の
多
大

な
貢
献
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
岩
名
運
動
公
園
の
陸
上
競
技
場
の
名
称
を
小

出
義
雄
記
念
陸
上
競
技
場
に
改
め
る
も
の
。

川か
わ
ぐ
ち口
絵え

み未

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

宇う
だ田
実

み
お
こ
生
子

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

ひ
ま
わ
り
会

敷し
き
ね根
文ふ

み
ひ
ろ裕

さ
く
ら
会

【対　象　児】生後６か月以上で就学前のお子さま

【利用可能日】本会議の一般質問のみ

（傍聴者おひとりにつき１日２時間まで）

【利　用　料】無料

【申 込 期 限】各定例会の招集日まで

（11月定例会の場合は11月25日（月）まで）

【申　込　先】佐倉市議会事務局　☎043-484-6254

◆託児を希望される方は、申込先までお電話ください。お子さまをお預けいた

だく際の注意事項が記載された書類等を郵送させていただきます。

お子さま連れで議会傍聴へ !
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No.94
令和元年

８月定例会

令和元年８月定例会　議案賛否一覧 議決結果欄 認 認定　可 可決　否 否決　同 同意　継 継続審査

○ 賛成　× 反対　議 議長

議
案
番
号

議　案　名

議
決
結
果

会
派

さくら会 公明党
自由民主
さくら

市民ネット
ワーク

市民
オンブズマン
ひまわり会

日本
共産党

会派に
属さない議員

No. 9 10 17 18 22 23 24 27 28 7 8 25 26 5 6 14 15 1 2 19 4 21 13 20 3 11 12 16

議
員

密

本

成

章

岡

野

敦

敷

根

文

裕

高

木

大

輔

平

野

裕

子

爲

田

浩

石

渡

康

郎

櫻

井

道

明

中

村

孝

治

押

木

孝

和

鍋

田

達

子

久

野

妙

子

岡

村

芳

樹

齋

藤

寛

之

石

井

秀

明

徳
永
由
美
子

山

本

英

司

松

島

梢

川

口

絵

未

五
十
嵐
智
美

宇
田
実
生
子

藤

崎

良

次

木

崎

俊

行

萩

原

陽

子

髙
橋
と
み
お

稲

田

敏

昭

玉

城

清

剛

斎

藤

明

美

市　長　提　出　議　案

1 平成30年度佐倉市一般会計歳入歳出決算の認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ × ○ ○

2
平成30年度佐倉市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について

認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ × ○ ○

3
平成30年度佐倉市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決
算の認定について

認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4
平成30年度佐倉市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決
算の認定について

認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5
平成30年度佐倉市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
について

認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○

6
平成30年度佐倉市災害共済事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7
平成30年度佐倉市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について

認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ × ○ ○

8 平成30年度佐倉市水道事業会計決算の認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 平成30年度佐倉市下水道事業会計決算の認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 令和元年度佐倉市一般会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ × ○ ○

11 令和元年度佐倉市介護保険特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12
佐倉市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × ○ × ○ ○

13
佐倉市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例等の
一部を改正する条例の制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × ○ × ○ ○

14
一般職職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
の制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ × ○ ○

15 佐倉市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16
佐倉市立学童保育所設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17
佐倉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用
者負担等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○

18
佐倉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ × ○ ○

19
佐倉市立幼稚園園児保育料徴収条例の一部を改正する条
例の制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○

20 佐倉市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ × × ○

21 佐倉市道路線の認定について
（染井野一丁目地先の１路線を認定）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 佐倉市道路線の変更について
（城内町地先の１路線の起点を変更）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ × ○ ○

23 佐倉市道路線の廃止について
（表町三丁目地先の１路線を廃止）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 佐倉市道路線の変更について
（表町三丁目地先から表町二丁目地先までの１路線の起点を変更）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 契約の締結について
（佐倉市立小中学校・幼稚園空調設備整備事業の消費税率改正に伴う契約額の増額）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 教育長の任命について
（茅野達也（かやの・たつや）氏を再度任命するもの）

同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × × ○ ○ ○ ○

27 教育委員会委員の任命について
（小菅広計（こすげ・ひろかず）氏を再度任命するもの )

同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ × ○ ○

28 監査委員の選任について
（滝田　理（たきた・さとる）氏を選任するもの）

同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 基本構想及び前期基本計画の策定について 継 会期末に議案上程されたため、委員会付託と同時に閉会中の継続審査が議決されました。

30 副市長の選任について
（染井健夫（そめい・たけお）氏を選任するもの）

同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31
固定資産評価員の選任について
（染井健夫（そめい・たけお）氏を選任するもの）

同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　員　提　出　議　案　　　※数字は発議案番号

1 高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2
太陽光発電の適切な導入に向けた制度設計と運用を求める
意見書

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3
保育施設等における医療的ケア児の受入れについて十分な
財政措置を求める意見書

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4
「森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律」に対する
付帯決議の一部を、本則に盛り込むことを求める意見書

否 × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

5
介護保険見直しでは安易な利用者負担増にならないよう求
める意見書

否 × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

6 10月からの消費税増税は凍結・中止するよう求める意見書 否 × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ×

7
最低賃金を全国一律制に改め、時給1，500円に引き上げる
よう求める意見書

否 × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ×
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議
案
第
１
号
か
ら
第
９
号　

平

成
30
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計
、

各
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計

決
算
に
賛
成

　

決
算
の
認
定
は
、
歳
入
歳
出

予
算
の
執
行
実
績
の
内
容
を
審

査
し
、
収
入
及
び
支
出
が
適
法

か
つ
正
当
に
行
わ
れ
た
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、

市
議
会
の
重
要
な
役
割
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
さ
く
ら
会
は
、
一
般

会
計
を
含
め
、
各
会
計
全
般
を

通
じ
て
、
予
算
を
編
成
し
た
際

の
目
的
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て

い
る
か
、
そ
の
効
果
が
充
分
に

得
ら
れ
て
い
る
か
、
さ
ら
に
は
、

今
後
の
課
題
を
し
っ
か
り
と
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か

と
い
っ
た
点
に
重
点
を
置
き
審

査
を
行
っ
た
。

　

議
案
第
１
号
の
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
は
、
歳
入
の
根
幹

と
な
る
市
税
収
入
が
、
昨
今
の

経
済
状
況
を
背
景
に
増
加
し
た

一
方
で
、
歳
入
全
体
と
し
て
は
、

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
、
繰

入
金
等
の
減
少
に
よ
り
、
対
前

年
度
比
で
若
干
の
減
額
と
な
っ

て
い
る
。
各
財
政
指
標
を
見
る

と
、
財
政
の
健
全
性
は
概
ね
維

持
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
で

き
る
が
、
経
常
収
支
比
率
が
高

止
ま
り
し
て
い
る
こ
と
、
実
質

単
年
度
収
支
が
３
年
連
続
赤
字

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
る
と
、
健
全
な
財
政
運
営

を
今
後
も
維
持
で
き
る
か
否
か

の
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
感
じ

た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

個
別
具
体
的
な
事
業
の
執
行
に

つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
道

路
改
良
や
橋
り
ょ
う
維
持
な
ど

都
市
基
盤
の
整
備
を
着
実
に
進

め
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
や

産
婦
健
康
診
査
の
開
始
な
ど
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
を

整
備
・
促
進
す
る
な
ど
、
市
の

将
来
を
見
据
え
た
「
未
来
へ
つ

な
ぐ
」
た
め
の
事
業
に
つ
い
て

も
適
正
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
事
業
執
行

が
な
さ
れ
た
も
の
と
評
価
し
た

こ
と
か
ら
、
佐
倉
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
す
べ
き

も
の
と
判
断
し
た
。

　

ま
た
、
議
案
第
２
号
か
ら
第

９
号
ま
で
の
各
特
別
会
計
、
水

道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
会
計

に
つ
い
て
も
、
予
算
の
目
的
に

沿
っ
て
、
適
正
か
つ
公
正
に
執

行
さ
れ
、
そ
の
効
果
も
上
が
っ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
各
決
算
に
つ
い
て
認
定
す

べ
き
も
の
と
判
断
し
た
。

議
案
第
10
号　

令
和
元
年
度
佐

倉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
賛

成
　

本
予
算
案
に
は
、
近
居
・
同

居
を
支
援
す
る
住
生
活
基
本
計

画
推
進
事
業
の
増
額
や
、
幼
児

教
育
・
保
育
無
償
化
に
伴
う
、

市
独
自
の
施
策
を
含
む
関
連
事

業
費
の
補
正
な
ど
、
本
市
の
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
対
策
に
資
す
る
経

費
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
日
本
陸

上
界
の
名
伯
楽
で
あ
り
、
本
市

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
さ
れ

た
故
小
出
義
雄
氏
の
功
績
を
称

え
る
た
め
、
陸
上
競
技
場
の
名

称
変
更
に
係
る
経
費
も
併
せ
て

計
上
さ
れ
て
お
り
、
住
民
福
祉

の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
市
の
知

名
度
向
上
に
も
資
す
る
内
容
で

あ
る
と
判
断
し
賛
成
す
る
。

議
案
第
１
号
～
議
案
第
９
号
ま

で
の
平
成
30
年
度
決
算
認
定
に

賛
成

　

生
活
圏
域
を
全
て
カ
バ
ー
す

る
５
ヶ
所
目
の
子
育
て
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
産
婦
検

診
の
実
施
な
ど
、
子
育
て
支
援

施
策
や
母
子
保
健
施
策
の
推
進

に
努
め
る
な
ど
、
努
力
が
み
ら

れ
た
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
や
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
防
災
施
設

の
整
備
、
さ
ら
に
は
道
路
改
良

や
橋
梁
の
維
持
等
、
市
民
生
活

に
重
要
な
予
算
が
適
正
に
執
行

さ
れ
て
お
り
、
成
果
も
あ
げ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
認
定
す
べ

き
と
判
断
し
、
賛
成
し
た
。

　

な
お
、
急
激
な
人
口
構
造
の

変
化
へ
の
対
策
や
自
然
災
害
へ

の
対
策
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
継
続
し
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
で
あ
り
、
引
き
続
き
適
宜
対

策
を
取
る
よ
う
要
望
す
る
。

議
案
第
10
号　

令
和
元
年
度
佐

倉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
、
保

育
無
償
化
に
伴
う
議
案
第
17
号
、

第
18
号
、
第
19
号
に
賛
成

　

消
費
税
率
の
改
正
に
伴
い
、

軽
減
税
率
の
導
入
と
併
せ
て
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が

開
始
さ
れ
る
。
こ
の
制
度
導
入

に
伴
い
、
佐
倉
市
に
お
い
て
所

要
の
条
例
改
正
が
行
わ
れ
、
加

え
て
市
独
自
の
施
策
を
展
開
し
、

無
償
化
実
施
後
の
保
護
者
の
経

済
的
負
担
を
さ
ら
に
軽
減
す
る

予
定
で
あ
る
事
も
高
く
評
価
し
、

賛
成
し
た
。

議
案
第
１
号　

平
成
30
年
度
決

算
に
以
下
申
し
添
え
、
賛
成

　

根
幹
と
な
る
個
人
市
民
税
や

法
人
市
民
税
は
若
干
の
増
額
が

見
ら
れ
、
景
気
回
復
に
よ
る
所

得
向
上
の
影
響
が
う
か
が
え
る

も
の
の
基
本
的
に
は
横
ば
い
状

態
が
続
い
て
い
る
。
経
常
経
費

も
含
め
た
執
行
状
況
を
把
握
し
、

各
事
業
に
お
け
る
費
用
対
効
果

の
検
証
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

経
費
の
抑
制
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

近
居
同
居
住
み
替
え
支
援
や

中
古
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の

住
生
活
基
本
計
画
推
進
事
業
は

申
請
数
が
毎
年
伸
び
て
お
り
、

定
住
促
進
に
た
い
へ
ん
効
果
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
評

価
す
る
も
の
の
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
で
の
転
入
は
伸
び

悩
ん
で
お
り
、
今
後
ど
う
振
り

返
り
、
軌
道
修
正
し
て
い
く
の

か
が
問
わ
れ
る
。
ど
う
見
せ
る

か
だ
け
で
な
く
、
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
案
第
10
号　

令
和
元
年
度
佐

倉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
関
連

議
案
に
賛
成

　

今
後
の
保
育
需
要
に
ど
の
よ

う
に
応
え
て
い
く
か
、
不
足
す

る
保
育
士
の
確
保
と
と
も
に
、

生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基

礎
を
培
う
大
事
な
時
期
に
、
子

供
た
ち
に
質
の
高
い
幼
児
教
育

の
機
会
を
い
か
に
保
障
し
て
い

く
か
、
そ
こ
に
佐
倉
市
の
特
徴

を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く

か
検
討
を
求
め
る
。

主
な
反
対
理
由
議
案
１
、
２
号

①
コ
ミ
セ
ン
等
の
施
設
や
公
民

館
の
利
用
料
値
上
げ
は
民
間
企

業
の
受
益
者
負
担
の
考
え
方
に

基
づ
い
て
い
る
が
、
住
民
の
福

利
向
上
を
目
的
と
し
た
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
と
は
本
質
が
違

う
。
②
水
源
確
保
事
業
は
地
下

水
を
削
減
す
る
八
ツ
場
ダ
ム
、

霞
ヶ
浦
導
水
事
業
に
反
対
の
た

め
。
③
国
は
生
活
保
護
費
引
き

下
げ
を
一
般
低
所
得
層
と
の
比

較
を
理
由
に
実
施
し
て
い
る
が
、

利
用
す
べ
き
人
が
補
足
さ
れ
て

い
な
い
。
④
広
域
化
と
な
っ
た

国
保
は
保
険
者
努
力
支
援
制
度

や
法
定
外
繰
り
入
れ
の
削
減
等

で
医
療
費
抑
制
が
懸
念
さ
れ
る
。

議
案
10
、
12
、
13
、
14
号

①
佐
倉
図
書
館
建
設
変
更
の
増

額
は
当
初
西
側
擁
壁
の
老
朽
化

の
た
め
と
説
明
。
そ
の
後
交
付

金
を
取
る
た
め
で
老
朽
化
し
て

な
い
こ
と
が
判
明
。
変
更
は
地

下
図
書
館
を
拡
大
し
３
階
を
な

く
す
等
で
、
市
民
説
明
は
な
く
、

建
設
費
増
額
の
可
能
性
が
大
き

い
。
②
会
計
年
度
任
用
職
員
は

非
常
勤
職
員
を
低
賃
金
、
低
処

遇
に
固
定
化
す
る
制
度
で
あ
る
。

議
案
第
20
号　

佐
倉
市
都
市
公

園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

故
小
出
義
雄
氏
の
業
績
及
び

佐
倉
市
へ
の
多
大
な
貢
献
に
は

感
謝
し
て
い
る
が
、
不
要
不
急

の
事
業
で
あ
る
看
板
設
置
等
に

か
か
る
予
算
は
５
６
６
万
５
千

円
。
①
財
政
が
厳
し
い
中
、
台

風
15
号
に
よ
る
被
災
者
の
方
々

へ
の
支
援
が
最
優
先
、
急
務
で

あ
る
。
ま
た
、
岩
名
運
動
公
園

は
市
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
行
政
は
、
名

称
変
更
事
業
は
軽
微
な
も
の
と

判
断
し
、
②
市
民
に
事
前
に
周

知
せ
ず
、
意
見
公
募
等
も
行
っ

て
お
ら
ず
市
民
協
働
と
の
合
理

性
が
な
い
。
以
上
、
①
、
②
の

理
由
か
ら
反
対
を
し
た
。

平
成
30
年
度
決
算
認
定
に
反
対

　

各
事
業
の
執
行
残
額
が
不
用

額
と
し
て
約
12
億
円
、
翌
年
に

繰
り
越
さ
れ
た
。
予
算
を
精
査

し
市
民
要
望
に
活
用
す
る
こ
と

が
市
政
運
営
の
責
任
。
地
方
消

費
税
交
付
金
が
27
億
円
近
く
に

増
え
た
が
消
費
が
増
え
た
の
で

は
な
く
物
価
上
昇
に
よ
る
も
の
。

市
民
の
く
ら
し
も
地
域
経
済
も

厳
し
い
中
、
受
益
者
負
担
名
目

の
各
種
料
金
値
上
げ
、
有
料
化

は
実
施
す
べ
き
施
策
で
は
な
い
。

令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
反
対

　

幼
児
教
育
無
償
化
は
、
女
性

の
就
労
を
促
す
の
が
目
的
。
保

育
需
要
の
増
加
に
は
配
慮
が
な

く
消
費
税
を
財
源
と
す
る
た
め
、

子
育
て
世
代
の
税
負
担
は
重
く

な
り
、
真
の
支
援
に
な
ら
な
い
。

議
席
３
番

Ｐ
Ｆ
Ｉ
契
約
に
つ
い
て　

昨
年

議
決
さ
れ
た
約
24
億
の
学
校
等

空
調
設
備
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

消
費
税
改
定
に
伴
う
契
約
額
の

見
直
し
を
し
た
案
件
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ

契
約
に
つ
い
て
は
今
後
増
加
が

想
定
さ
れ
る
が
、
額
が
大
き
く

な
り
が
ち
な
契
約
形
態
で
あ
る

だ
け
に
、
官
民
癒
着
等
の
問
題

が
起
き
な
い
よ
う
注
視
し
た
い
。

議
席
11
番

逆
進
性
の
強
い
消
費
税
10
％
へ

の
増
税
を
前
提
と
し
た
議
案
第

10
、
17
、
18
、
19
号
に
反
対
。

　

幼
保
無
償
化
は
「
消
費
税
は

い
い
こ
と
も
あ
る
」
と
思
わ
せ

る
政
府
の
姑
息
な
手
段
。
消
費

税
増
税
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

所
得
税
の
累
進
性
の
強
化
、
法

人
税
の
引
き
上
げ
、
軍
事
費
の

削
減
に
財
源
を
求
め
る
。

議
席
12
番

議
案
第
16
号　

佐
倉
市
立
学
童

保
育
所
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
賛
成　

青
菅
小
学

校
の
敷
地
内
に
学
童
保
育
所
を

設
置
す
る
こ
と
は
、
安
全
安
心

の
面
及
び
児
童
育
成
の
面
で
大

変
効
果
的
で
あ
り
、
子
育
て
世

代
の
佐
倉
へ
の
定
住
に
も
つ
な

が
り
良
策
で
あ
る
。

議
席
16
番

議
案
第
16
号
に
賛
成

　

佐
倉
市
立
学
童
保
育
所
設
置

及
び
管
理
に
関
し
て
は
、
地
域

の
実
情
に
沿
っ
た
環
境
整
備
は

重
要
と
考
え
ま
す
。
市
が
目
指

す
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け

て
子
育
て
世
代
の
人
口
流
入
は

望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後

も
子
育
て
支
援
施
策
及
び
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
要
望
し
ま
す
。

※
議
席
番
号
と
議
員
名
の
確
認

は
６
ペ
ー
ジ
の
議
案
賛
否
一
覧

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら
会

公
明
党

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

自
由
民
主
さ
く
ら

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ひ
ま
わ
り
会

日
本
共
産
党

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

会 派 等 の 意 見



8

No.94
令和元年

８月定例会

総 務 常 任 委 員 会 開催日：令和元年９月９日 ／ 場所：第三委員会室

議案６件について審査し、その結果は左表のとおりです。

なお、審査の過程において、次のような意見が出されました。

会計年度任用職員制度の導入にあたっては、混乱が生じないよう

処遇や勤務条件等を明確にし、十分な周知を図っていただきたい。

〔委員〕◎平野裕子、〇中村孝治、石井秀明、五十嵐智美、萩原陽子、

藤崎良次、　 岡村芳樹

文 教 福 祉 常 任 委 員 会 開催日：令和元年９月10日 ／ 場所：第三委員会室

議案６件について審査し、その結果は左表のとおりです。

〔委員〕◎久野妙子、〇櫻井道明、松島　梢、齋藤寛之、岡野　敦、

木崎俊行、　 爲田　浩

経 済 環 境 常 任 委 員 会 開催日：令和元年９月11日 ／ 場所：第三委員会室

議案１件について審査し、その結果は左表のとおりです。

〔委員〕◎敷根文裕、〇徳永由美子、川口絵未、鍋田達子、密本成章、

玉城清剛、　 斎藤明美

建 設 常 任 委 員 会 開催日：令和元年９月12日 ／ 場所：第三委員会室

議案６件について審査し、その結果は左表のとおりです。

〔委員〕◎高木大輔、〇山本英司、髙橋とみお、宇田実生子、押木孝和、

稲田敏昭、　 石渡康郎

《審査結果》

議案10 議案12 議案13 議案14 議案15 議案25

可決 可決 可決 可決 可決 可決

《審査結果》

議案10 議案11 議案16 議案17 議案18 議案19

可決 可決 可決 可決 可決 可決

《審査結果》

議案10 議案20 議案21 議案22 議案23 議案24

可決 可決 可決 可決 可決 可決

《審査結果》

議案10

可決

委 員 会 報 告 ※議案は市長提出議案

　

台
風
15
号
に
よ
り
、
佐
倉
市
内
も

各
地
で
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
停

電
で
電
気
は
使
え
ず
、
給
水
ポ
ン
プ

停
止
に
よ
り
水
も
使
え
な
い
地
域
も

あ
り
ま
し
た
。
佐
倉
市
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
は
、
給
水
所
や
施
設
開
放

状
況
等
が
届
き
ま
す
の
で
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
の
方
は
是
非
登

録
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
今
回
の
課

題
に
つ
い
て
、
議
会
で
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
広
報
公
聴
委
員　

松
島　

梢
）

　

台
風
15
号
に
よ
る
風
水
害
や
長
期

に
わ
た
る
停
電
で
被
害
に
遭
わ
れ
ま

し
た
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
員
に
な
り
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。

初
心
を
忘
れ
ず
、
佐
倉
市
議
会
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

広
報
公
聴
委
員
の
一
員
と
し
て
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

市
民
で
あ
れ
ば
誰
も
が
参
加
で
き
る

議
会
報
告
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

（
広
報
公
聴
委
員　

宇
田
実
生
子
）

　

先
ず
は
、
９
月
９
日
未
明
に
千
葉

県
を
直
撃
し
た
台
風
に
て
、
佐
倉
市

内
で
も
甚
大
な
被
害
が
出
て
お
り
、

多
く
の
方
々
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
事

に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
広
報
公
聴
委
員
会
で
は
、
市
議

会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
、
議
会
だ
よ
り
の
作
成
や
、
意
見

交
換
会
の
開
催
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、

議
会
傍
聴
に
も
是
非
と
も
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。

（
広
報
公
聴
委
員　

齋
藤
寛
之
）

◆議会運営委員会

◆招集日

◆一般質問

◆常任委員会

◆最終日

☆日程は変更になることもありますので、詳細につきましては

　議会事務局までお問い合わせください。

議会事務局　☎043-484-6254

□インターネット中継：本会議（招集日・一般質問・最終日）の
模様を開催時間中にライブ中継するほか、開催日のおおむね
１週間後から録画中継を配信。

□ＣＡＴＶ議会放映：本会議の模様を開催日の翌日午後５時30
分から放送。

　【地上デジタル10チャンネル、デジタルCATV301チャンネル】

11月19日（火）

11月25日（月）　午後１時から

12月２日（月）～５日（木）

12月９日（月）～12日（木）

12月16日（月）　午後１時から

11月定例会の予定
～議会を傍聴してみませんか～

郵便・メール・FAXでのご意見、ご感想をお待ちしております。

スマートフォン用アプリで佐倉市

議会だよりをご覧いただけます！

「佐倉市議会だよりNo.９3」掲載記事のお詫びと訂正について

８月15日発行の佐倉市議会だよりNo.９3「８ページ議会の構成」の記事におきまして、委員長・副委員長

を示すマーク（◎、○）に誤りがありました。お詫びいたしますとともに、下記のとおり訂正いたします。

議会の構成　●会派・常任委員会　（※◎は委員長、○は副委員長です。）

誤：総務常任委員会　◎中村孝治　　⇒　　正：総務常任委員会　○中村孝治

建設常任委員会　◎山本英司　 　　　　　  建設常任委員会　○山本英司

●会議録が検索できます！

●インターネット中継を見ることができ
　ます！

●政務活動費のページを更新しました！

平成元年以降の本会議の会議録のほか、

平成27年５月以降の常任委員会や議会運

営委員会など委員会等の会議録も検索す

ることができます。

佐倉市ホームページも

ご覧ください
佐倉市のホームページ

http://www.city.sakura.lg.jpから


